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Youths Loved by Venus :  
Hippolytus, Adonis, and Tannhäuser

TORIGOE Teruaki J. I.

Abstract

　　In this essay on the representations of Goddess Venus, I discuss the 
following points : 

（1）There is a gap between Euripides’ Hippolytus and later dramatic 
works dealing with Phaedra, a woman who loves her son-in-law, 
written by Seneca, Racine, DʼAnnunzio, and others, although these 
have been regarded as a series of variations of the Euripides’ 
masterpiece. My point is that in these later works the goddess 
either completely or almost completely disappears from the stage, 
whereas the Euripides’ drama is about revenge devised by the 
goddess, an important protagonist, on a youth who despises her.

（2）It is possible to postulate a different series of variations of the 
Euripides’ work―Shakespeareʼs Venus and Adonis, Marinoʼs Adone, 
and the Tannhäuser stories―if we pay attention to the fact that all 
these works pivot on the love relationship between the goddess and 
mortal youths. 

（3）Marinoʼs Adone, while written within the Christian background, 
presents a view different from a common medieval one that 
regarded Venus as a witch. This change is a result of following 
Ovidʼs original story, which narrated the love between Venus and 
Adonis as a mutual one. 

（4）Adonis’ rejection of seduction by Venus narrated in Shakespeareʼs 
Venus and Adonis is in opposition to Ovid and Marino and in line 
with the medieval view, while Adonis’ contempt of the goddess is 
similar to the youthʼs attitude found in Euripides’ Hippolytus and 
Senecaʼs Phaedra.

（5）The stance adopted in the Tannhäuser stories culminating in 
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Wagnerʼs opera is quite medieval in regarding the love relationship 
with Venus as a sin and the goddess as a witch.

（6）Titian, Carracci, and Rubens depict the relationship between Venus 
and Adonis as a mutual love and do not show in it a sense of sin or 
twisted emotions.

（7）In his many nude Venuses, Cranach the Father, a close ally of 
Luther, avoids depicting the explicit or implicit sexual relations 
between Venus and men or male gods, limiting himself to the 
themes of the mother-and-child relationship between Venus and 
Cupid, and of the judgment of Paris, which could be morally 
interpreted.
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女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
愛
し
た
青
年
た
ち 

　

―
　

ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
、
ア
ド
ニ
ス
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
　

―
　鳥　

越　

輝　

昭

は
じ
め
に

　

近
頃
わ
た
く
し
は
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
き
た
の
か
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に

関
し
て
、
す
で
に
二
本
の
拙
文
を
発
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
表
象
の
変
容
、
付
加
、
消
滅
―
帝
政
期
ロ
ー
マ
か
ら

ル
ネ
サ
ン
ス
へ
」（『
人
文
研
究
』
第
一
九
三
集
、
二
〇
一
七
）
と
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
運
命　

一
八
七
〇
～
二
〇
一
三
年
―
マ
ゾ
ッ
ホ

か
ら
ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
ま
で
」（『
自
然
・
人
間
・
神
々
―
時
代
と
地
域
の
交
差
す
る
場
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
九
）
の
ふ
た
つ
で

あ
る
。

　

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
め
ぐ
る
表
象
史
に
関
心
を
持
つ
理
由
は
、
西
洋
の
精
神
史
・
文
化
史
を
通
観
す
る
と
き
、
そ
の
中
心
に
は
多
神
教

か
ら
始
ま
り
、
一
神
教
を
経
由
し
て
、
ふ
た
た
び
多
神
教
に
至
っ
た
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
変
化
を
象
徴
す
る
存
在

が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
多
神
教
は
、
も
う
少
し
ゆ
る
や
か
に
多
元
性
、
一
神
教
は
一
元
性
、
と
言
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い
換
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
て
も
い
る
。
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
と
古
代
の
ロ
ー
マ
は
、
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
一
神

教
・
一
元
的
原
理
が
支
配
的
に
な
る
ま
で
は
多
神
教
の
多
元
的
な
社
会
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
西
洋
は
長
い
年
月
を
経
な
が
ら
ゆ
る
や

か
に
一
神
教
的
・
一
元
的
社
会
へ
と
移
行
し
た
が
、
や
が
て
千
年
を
超
え
る
年
月
が
経
過
し
た
一
九
世
紀
の
後
期
に
は
、
ふ
た
た
び

多
神
教
・
多
元
的
な
社
会
に
戻
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

西
洋
社
会
が
一
神
教
・
一
元
化
し
て
い
っ
た
時
期
の
目
印
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
お
よ
び
ロ
ー

マ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ギ
リ
シ
ア
の
国
教
と
さ
れ
た
三
九
三
年
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
西
洋
社
会
が
ふ
た
た
び

多
神
教
・
多
元
化
し
た
時
期
の
目
印
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
神
は
死
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
衝
撃
を
与
え
た
一
八
八
〇
年
代
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
多
神
教
の
神
々
の
祭
儀
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
に
よ
っ
て

禁
じ
ら
れ
た
三
九
三
年
を
一
神
教
・
一
元
化
の
目
印
と
し
、
ふ
た
た
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
身
体
崇
拝
の
祭
儀
と

し
て
復
活
し
た
一
八
九
六
年
を
多
神
教
・
多
元
化
の
目
印
に
す
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

わ
た
く
し
が
発
表
し
た
ふ
た
つ
の
拙
文
の
う
ち
最
初
の
も
の
は
、（
一
）
多
神
教
・
多
元
性
の
社
会
だ
っ
た
古
代
の
ロ
ー
マ
に
お

い
て
生
じ
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
認
識
の
変
質
、（
二
）
多
神
教
・
多
元
性
の
時
代
の
兆
し
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
と
そ
れ
以
前
の
中
世
に
お
け

る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
扱
い
の
相
違
に
目
を
向
け
た
。
第
二
の
拙
文
は
、
多
神
教
・
多
元
性
の
時
代
に
戻
っ
た
一
九
世
紀
後
期
以
後
の
西

洋
社
会
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
ど
の
よ
う
な
多
様
な
生
き
延
び
方
を
し
た
の
か
を
扱
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

以
下
に
綴
る
拙
文
で
は
、
多
神
教
・
多
元
化
の
兆
し
て
い
た
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
描
出
さ
れ

る
場
合
に
見
ら
れ
た
相
違
に
目
を
向
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一
　
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
以
後
の
別
系
譜

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
劇
作
家
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（Εύριπίδες, Euripides, c. 480-c. 406‌ BC

）
に
、
人
も
知
る
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス

῾Ιππόλυτοζ

』（428‌ 
BC

）
と
い
う
衝
撃
的
な
傑
作
が
あ
る
。
こ
の
劇
で
は
、
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
が
自
分
を

尊
崇
し
な
い
青
年
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
に
憤
慨
し
、
罰
を
与
え
る
た
め
に
、
そ
の
義
母
フ
ァ
イ
ド
ラ
に
こ
の
青
年
を
横
恋
慕
さ
せ
る
。

夫
が
死
去
し
た
と
の
誤
報
を
幸
い
、
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
に
求
愛
す
る
が
、
拒
絶
さ
れ
る
。
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
、
帰
国
し

た
夫
に
対
し
て
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
に
強
姦
さ
れ
た
と
主
張
。
そ
れ
を
信
じ
た
夫
は
、
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
を
国
外
に
追
放
す
る
と
と
も

に
、
ポ
セ
イ
ド
ン
神
に
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
殺
害
を
祈
願
す
る
。
ポ
セ
イ
ド
ン
は
祈
願
に
答
え
て
怪
物
を
派
遣
し
、
二
頭
立
て
の
戦
車

で
走
っ
て
い
た
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
馬
た
ち
を
戦
慄
さ
せ
る
。
馬
た
ち
は
暴
走
し
て
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
を
引
き
ず
り
ま
わ
り
、
ず
た

ず
た
の
状
態
に
し
て
殺
害
す
る
。
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
夫
に
強
姦
は
噓
だ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
自
殺
す
る
。

　

異
常
な
で
き
ご
と
の
連
鎖
が
強
烈
な
印
象
を
あ
た
え
る
戯
曲
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
作
品
は
の
ち
の
時
代
の
劇
作
家
た
ち
を
大

い
に
刺
激
し
、
こ
の
戯
曲
か
ら
着
想
し
た
作
品
が
い
く
つ
か
生
ま
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
ラ
シ
ー
ヌ
（Jean 

Racine, 1639-

1699

）
の
『
フ
ェ
ー
ド
ルPhèdre

』
の
よ
う
に
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
も
の
に
劣
ら
ぬ
強
烈
な
印
象
を
あ
た
え
る
名
作
も
あ
る
。

　

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
以
後
、
そ
れ
を
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
し
て
書
か
れ
た
作
品
の
系
譜
を
考
え
る

の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。
系
譜
は
、
セ
ネ
カ
（A

nnaeus Seneca, c. 4‌ BC-A
D

 65‌

）
の
『
フ
ァ
エ
ド
ラPhaedra

』（1
st. 

century

）
に
始
ま
り
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
（Gabriele 

D
ʼA

nnunzio, 1863-1938

）
の
『
フ
ェ
ー
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ド
ラFedra

』（1909

）、
ウ
ナ
ム
ノ
（M

iguel de U
nam

uno, 1864-1936

）
の
『
フ
ェ
ド
ラFedra

』（1910

）
と
い
う
ふ
う
に

繫
が
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
系
譜
に
は
、
さ
ら
に
ジ
ュ
ー
ル
・
ダ
ッ
シ
ン
（Jules 

D
assin, 1911-2008

）
制
作
の
映
画
『
死
ん
で
も
い

いFaedra
』（1962

）
を
加
え
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
セ
ネ
カ
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
作
品
を
イ
タ

リ
ア
語
に
翻
訳
し
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
イ
タ
リ
ア
語
作
品
を
加
え
て
一
冊
に
ま
と
め
た
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
（M

aria 
Grazia 

Ciani, a cura di, Euripide, Seneca, Racine, D̓
Annunzio: Fedra, V

ariazioni sul m
ito, V

enezia: M
arsilio, 2003

）。

　

こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
年
長
の
後
妻
が
、
義
理
の
息
子
と
な
っ
た
青
年
に
路
な
ら
ぬ
恋
を
す
る
。
そ
の
後

の
展
開
は
、
多
少
異
な
る
こ
と
も
あ
る
。
セ
ネ
カ
と
ラ
シ
ー
ヌ
の
作
品
で
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
場
合
と
同
様
に
、
後
妻
は
義
理
の

息
子
を
誘
惑
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
復
讐
す
る
。
復
讐
の
仕
方
も
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
場
合
と
同
様
で
、
後
妻
は
強
姦
さ
れ
た
と
夫
に

誤
認
さ
せ
、
青
年
は
戦
車
で
走
行
中
に
、
後
妻
の
夫
の
祈
願
に
よ
り
ポ
セ
イ
ド
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
怪
物
に
馬
が
動
転
し
て
落
命
す

る
。
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
作
品
も
同
様
の
展
開
だ
が
、
青
年
の
死
は
戦
車
で
な
く
、
乗
馬
が
ポ
セ
イ
ド
ン
の
派
遣
し
た
海
馬
に
動
転
し

た
結
果
で
あ
る
。
ウ
ナ
ム
ノ
の
作
品
で
は
、
後
妻
は
義
理
の
息
子
に
恋
情
を
告
白
し
拒
絶
さ
れ
る
が
、
青
年
の
死
に
は
至
ら
な
い
。

焦
が
れ
死
に
す
る
後
妻
が
、
夫
に
真
実
を
告
白
す
る
手
紙
を
残
し
、
夫
と
青
年
は
和
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ
ッ
シ
ン
の
映
画
で
は
、

後
妻
と
義
理
の
息
子
は
一
旦
は
愛
人
関
係
に
な
る
も
の
の
、
青
年
の
愛
が
冷
め
る
。
後
妻
は
青
年
が
別
の
女
性
と
結
婚
す
る
の
を
妨

害
す
る
た
め
に
、
夫
に
青
年
と
の
関
係
を
告
白
し
、
義
絶
さ
れ
た
青
年
は
自
分
の
運
転
す
る
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
で
事
故
死
す
る
。

　

し
か
し
、
わ
た
く
し
の
よ
う
に
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
め
ぐ
る
表
象
史
を
考
察
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
右
の
系
譜
は
じ
つ
は
重
要

な
意
味
を
持
た
な
い
。
右
の
系
譜
の
中
軸
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
セ
ネ
カ
、
ラ
シ
ー
ヌ
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
、
ウ
ナ
ム
ノ
、
ダ
ッ
シ
ン

の
作
品
の
題
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
妻
の
フ
ァ
エ
ド
ラ
＝
フ
ェ
ー
ド
ル
＝
フ
ェ
ー
ド
ラ
＝
フ
ェ
ド
ラ
で
あ
る
。
こ
の
女
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性
の
名
前
の
揺
れ
は
、
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
発
音
癖
の
結
果
で
し
か
な
い
。
義
理
の
息
子
に
路
な
ら
ぬ
恋
を
し
、
多
く
の
場
合
、

拒
絶
さ
れ
る
と
殺
害
を
企
て
る
こ
の
後
妻
は
衝
撃
的
存
在
で
あ
り
、
こ
の
女
性
を
一
連
の
作
品
の
中
心
だ
と
考
え
る
な
ら
、
た
し
か

に
右
の
系
譜
が
で
き
あ
が
る
。

　

し
か
し
、
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
作
品
で
は
、
な
る
ほ
ど
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
は
い
て

も
、
け
っ
し
て
中
心
的
存
在
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
の
な
か
で
は
、
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

（

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
が
話
の
展
開
を
定
め
る
重
要
な
登
場
人
物
な
の
だ
が
、
そ
の
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
と
っ
て
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
、「
彼
女

の
不
運
を
わ
た
し
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
」（Euripides, 128-129

）
程
度
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
が
怒
り
を

覚
え
、
死
に
至
る
罰
を
与
え
よ
う
と
す
る
対
象
は
、
あ
く
ま
で
も
青
年
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
青
年
だ
け

が
、
町
の
市
民
の
な
か
で
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
を
最
低
の
神
だ
と
公
言
し
て
尊
崇
せ
ず
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
司
る
恋
愛
も
結
婚
も
避
け
て

い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
、
独
身
を
良
し
と
す
る
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
を
尊
崇
し
一
緒
に
仲
良
く
狩
り
を
し
た
り
し
て
い
る
か

ら
な
の
で
あ
る
（Euripides, 124-127

）。
後
妻
フ
ァ
イ
ド
ラ
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
が
憎
む
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
を
罰
す
る
た
め
に
利

用
す
る
単
な
る
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
ま
さ
し
く
「
重
視
し
て
い
な
い
」
存
在
な
の
で
あ
る
。『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
と
い
う
芝
居
は
、

青
年
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
が
ど
の
よ
う
に
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
に
よ
っ
て
罰
を
与
え
ら
れ
る
か
を
物
語
る
作
品
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
芝

居
の
題
は
、「
フ
ァ
イ
ド
ラ
」
で
な
く
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
居
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
対
ヒ
ッ
ポ

リ
ュ
ト
ス
と
い
う
関
係
を
中
心
軸
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

じ
つ
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
セ
ネ
カ
、
ラ
シ
ー
ヌ
、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
、
ウ
ナ
ム
ノ
、
ダ
ッ
シ
ン
と
い
う
系
譜
の
な
か
で
、
女
神
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
と
の
関
係
で
決
定
的
な
変
更
を
加
え
た
の
は
、
早
く
も
二
人
目
の
セ
ネ
カ
で
あ
る
。
セ
ネ
カ
の
『
フ
ァ
エ
ド
ラ
』
の
場
合
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も
、
た
し
か
に
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
は
話
の
展
開
の
中
心
と
な
る
登
場
人
物
の
ひ
と
り
で
、
そ
の
点
で
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
芝
居
と
共

通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
作
品
と
決
定
的
に
異
な
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
芝
居

で
中
心
軸
と
な
っ
て
い
た
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
対
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
と
い
う
関
係
が
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
芝
居
の

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（

≒

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
は
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
を
罰
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ァ
エ
ド
ラ
自
身
を
罰
し
よ
う
と
す

る
か
ら
で
あ
る
。
セ
ネ
カ
の
こ
の
芝
居
の
な
か
で
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
フ
ァ
エ
ド
ラ
を
罰
し
て
恋
に
狂
わ
せ
る
理
由
は
、
フ
ァ
エ
ド
ラ
の

台
詞
の
な
か
で
説
明
さ
れ
る
。
フ
ァ
エ
ド
ラ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
女
神
は
、
か
つ
て
軍
神
マ
ル
ス
と
の
不
倫
を
ポ
エ
ブ
ス
＝
ア
ポ
ロ
ン

神
に
よ
り
夫
に
告
げ
口
さ
れ
た
結
果
と
し
て
大
恥
を
か
か
さ
れ
た
こ
と
を
恨
み
、
そ
の
ポ
エ
ブ
ス
＝
ア
ポ
ロ
ン
神
の
子
孫
で
あ
る
フ

ァ
エ
ド
ラ
を
罰
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（Seneca, ll.124-129

）。

　

注
目
し
て
良
い
こ
と
だ
が
、
セ
ネ
カ
の
『
フ
ァ
エ
ド
ラ
』
以
後
、
ダ
ッ
シ
ン
の
映
画
ま
で
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
対

す
る
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
、
と
い
う
対
立
軸
は
二
度
と
復
活
す
る
こ
と
が
な
い
。
ラ
シ
ー
ヌ
以
後
の
こ
れ
ら
の
劇
作
家
や
監
督
は
す
べ

て
、
そ
の
点
で
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
で
は
な
く
セ
ネ
カ
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
様
に
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
セ
ネ
カ
の
こ
の

作
品
以
降
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
自
身
も
登
場
人
物
と
し
て
舞
台
に
二
度
と
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
な
い
。
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
ウ
ナ
ム
ノ
の
『
フ
ェ
ド
ラ
』
の
場
合
の
よ
う
に
完
全
に
無
視
さ
れ
る
か
、
ラ
シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』
の
よ

う
に
、
フ
ェ
ー
ド
ル
の
台
詞
の
な
か
で
、
自
分
へ
の
強
力
な
影
響
力
と
し
て
言
及
さ
れ
た
り
（「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
恐
ろ
し
い
炎
」

Racine, 831‌

）、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ラ
』
の
よ
う
に
、
フ
ェ
ー
ド
ラ
の
台
詞
の
な
か
で
、
心
に
現
れ
る
幻
想
と
し
て
語

ら
れ
た
り
（D

ʼA
nnunzio, 251‌

）、
ダ
ッ
シ
ン
の
映
画
の
よ
う
に
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
彫
像
と
し
て
映
さ
れ
る
だ

け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
セ
ネ
カ
か
ら
ダ
ッ
シ
ン
へ
至
る
系
譜
の
な
か
で
は
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
女
主
人
公
の
精
神
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の
内
部
の
で
き
ご
と
に
内
面
化
さ
れ
る
か
、
存
在
が
完
全
（
あ
る
い
は
ほ
ぼ
完
全
に
）
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
に
見
ら
れ
た
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
対
青
年
と
い
う
対
立
軸
は
、

思
い
が
け
ず
、
セ
ネ
カ
か
ら
ダ
ッ
シ
ン
へ
と
い
う
流
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
と
こ
ろ
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

対
ア
ド
ニ
ス
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
対
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。

二
　
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』

　

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
以
下
で
取
り
上
げ
る
三
つ
の
作
品
の
場
合
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
青
年
を
憎
む
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
青
年
を
強
く
愛
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト

ス
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
青
年
と
の
あ
い
だ
の
関
係
を
決
定
的
に
重
要
な
軸
と
し
て
話
が
展
開
す
る
点

に
注
目
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
関
係
が
不
在
の
セ
ネ
カ
か
ら
ダ
ッ
シ
ン
に
い
た
る
系
譜
よ
り
も
、
は
る
か
に
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の

『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
に
近
い
。
わ
た
く
し
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
め
ぐ
る
精
神
史
を
考
察
す
る
者
に
と
っ
て
、
そ
の
意
味
で
こ

れ
ら
の
三
作
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
群
な
の
で
あ
る
。

　

マ
リ
ー
ノ
（Giam

battista M
arino, 1568-1625

）
作
『
ア
ド
ー
ネLʼA

done

』（1623

）
は
、
の
ち
に
取
り
上
げ
る
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
（W

illiam
 Shakespeare, 1564-1616

）
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
スV

enus and A
donis

』（1593

）
と
同
じ
く
、

話
の
筋
の
根
幹
は
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
（Publius 

O
vidius 

N
aso, 

43‌ 
BC-A

D
 

17/18

）
の
『
変
身
物
語M

etam
orphoseon 

Libri

』（A
D

 8‌

）
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
物
語
（Book X

）
を
土
台
に
し
て
い
る
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
く
、「
ア
ド
ー
ネ
」
は
ア



42

ド
ニ
ス
の
イ
タ
リ
ア
語
表
記
で
あ
り
、
ア
ド
ニ
ス
と
ア
ド
ー
ネ
は
同
一
の
存
在
を
指
し
て
い
る
。

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
が
物
語
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の
話
は
、
す
こ
ぶ
る
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
が
、
息
子
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
背
の
箙
に
入
っ
て
い
た
矢
で
偶
然
に
傷
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、
傷
を
受
け
た
者
を
恋
に
落
ち
さ
せ
る

力
を
持
つ
矢
で
あ
る
。
こ
の
矢
の
力
に
よ
り
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
青
年
ア
ド
ニ
ス
の
美
貌
に
心
を
動
か
さ
れ
、
ア
ド
ニ
ス
を
恋
す
る
。
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
は
、
愛
人
と
な
っ
た
ア
ド
ニ
ス
に
、
わ
た
し
の
こ
と
を
大
切
に
思
う
な
ら
、
狩
り
に
際
し
て
は
猪
・
狼
・
虎
の
よ
う
な

「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
心
を
動
か
し
た
若
さ
や
美
貌
な
ど
に
心
を
動
か
す
こ
と
の
な
い
」
野
獣
を
避
け
る
よ
う
に
懇
願
す
る
（O

vid, 

ll.545-549

）。
し
か
し
、
猛
勇
に
溢
れ
、
狩
り
を
し
た
く
て
堪
ら
な
い
ア
ド
ニ
ス
は
猪
に
立
ち
向
か
い
、
突
き
刺
さ
れ
て
死
ぬ
。
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
は
、
自
分
は
嘆
き
や
む
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
と
言
い
、
さ
ら
に
ア
ド
ニ
ス
の
流
し
た
血
か
ら
ア
ネ
モ
ネ
の
花
を
生
じ
さ
せ

る
。

　

マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
こ
の
短
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
中
核
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
関
わ
り
の
あ
り

そ
う
な
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
盛
り
込
ん
で
、
二
〇
歌
、
四
万
行
を
超
え
る
長
大
な
物
語
詩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
物
語
の
大

海
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
が
、
き
わ
め
て
重
要
な
点
で
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
を
忠

実
に
継
承
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
の
ち
に
注
目
す
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
そ
の
重
要
な
点
と
は
、
ア
ド
ニ
ス
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
に
応
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
で
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
息
子
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
矢
の
力
に
よ
り
ア
ド
ニ
ス
を
恋
す
る
が
、

つ
ぎ
の
箇
所
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
人
間
の
青
年
が
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
に
応
じ
、
ふ
た
り
が
愛
人
関
係
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
引
用
す
る
の
は
、
ふ
た
り
で
一
緒
に
仲
良
く
狩
猟
を
し
た
あ
と
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
仕
草
で
あ
る
。
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ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
草
地
と
ア
ド
ニ
ス
の
上
に
横
に
な
り
、
彼
の
胸
を
枕
と
し
、
口
づ
け
の
合
間
に
言
葉
を
混
ぜ
な
が
ら
、
…
…

（O
vid, X

, ll. 557-559.

本
稿
中
の
邦
訳
は
、
す
べ
て
拙
訳
で
あ
る
）

　　

マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
で
も
、
ア
ド
ー
ネ
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
を
受
け
入
れ
、
ふ
た
り
は
相
愛
の
関
係
に
な
り
、
ア
ポ
ロ

ン
神
の
媒
介
に
よ
り
結
婚
す
る
。
そ
の
の
ち
、
狩
猟
か
ら
戻
っ
た
ア
ド
ニ
ス
を
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
こ
の
よ
う
に
迎
え
て
い
る
。

　

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
ア
ド
ニ
ス
の
脇
腹
を
両
腕
で
ひ
し
と
抱
き
、
ア
ド
ニ
ス
と
両
膝
を
合
わ
せ
て
草
の
上
に
座
り
、
自
分
を
夢
中
に

さ
せ
て
い
る
青
年
を
う
っ
と
り
眺
め
る
。
…
〈
中
略
〉
…
ふ
た
り
は
、
胸
と
胸
、
顔
と
顔
と
を
合
わ
せ
る
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、

青
年
が
口
づ
け
し
笑
う
と
、
口
と
眼
で
、
そ
の
口
づ
け
と
笑
い
と
を
貪
り
、
喜
ぶ
。（M

arino, V
III, stanzas 108-109

）

　
マ
リ
ー
ノ
は
作
中
で
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ー
ネ
を
「
ふ
た
り
の
幸
せ
な
恋
人
た
ち
」（V

III, stanzas 107‌

）
と
表
現
す
る
の
だ
が
、

な
る
ほ
ど
こ
れ
な
ら
確
か
に
そ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
物
語
詩
の
な
か
の
ア
ド
ー
ネ
に
よ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
へ
の
応
じ
方
に
つ
い
て
は
、
ふ
た
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
ひ

と
つ
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
へ
の
応
じ
方
が
す
こ
ぶ
る
積
極
的
で
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
恋
仲
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
、
屈
折
し
た
感
情
や
後
悔
の
念
を
見
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ア
ド
ー
ネ
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
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こ
の
う
え
な
く
愛
し
い
方
よ
。
仮
に
あ
な
た
が
こ
の
上
な
い
情
け
知
ら
ず
で
あ
っ
て
も
、
類
い
希
な
別
の
美
し
さ
が
ぼ
く
の
戦

利
品
で
す
。
あ
な
た
の
眼
だ
け
で
も
、
ぼ
く
は
危
険
を
冒
し
て
か
ま
わ
な
い
。
あ
な
た
の
眼
は
、
ぼ
く
自
身
の
眼
よ
り
大
切
だ
。

そ
の
な
か
に
、
ぼ
く
の
運
命
が
巡
っ
て
い
る
。
あ
な
た
の
眼
が
ぼ
く
の
命
で
あ
り
、
ぼ
く
の
死
な
の
で
す
。（V

, 
stanza 

106‌
）

 

も
う
一
点
、
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
物
語
詩
は
、
キ
リ
ス
ト
教
化
を
し
て
い
る

社
会
環
境
を
当
然
の
状
態
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
著
者
マ
リ
ー
ノ
は
、
逃
げ
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
し

か
勝
利
で
き
な
い
「
家
庭
内
の
敵
」
の
例
と
し
て
、『
旧
約
聖
書
』
の
「
創
世
記
」
で
語
ら
れ
る
エ
ヴ
ァ
に
よ
る
ア
ダ
ム
の
誘
惑
を

挙
げ
る
。「
家
庭
内
の
敵
」
に
つ
い
て
、「
そ
の
例
が
、
ア
ダ
ム
が
禁
断
の
食
べ
物
を
味
わ
う
よ
う
に
せ
き
立
て
誘
惑
し
た
あ
の
女

だ
」（V

I, stanza 5‌

）。
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
我
々
が
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
青
年
が
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
に
応
じ
る
こ
と
の
意
味
が
、
オ
ウ
ィ
デ

ィ
ウ
ス
の
場
合
と
マ
リ
ー
ノ
の
場
合
と
で
は
決
定
的
に
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
古
代
ロ
ー
マ
の
多
神
教
的
環
境
の
な
か
で
の
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
は
、
す
で
に
別
所
で
ふ
れ
た
よ
う
に
（
鳥
越
、
二
〇
一
七
）、
国
家
の
守
護
神
の
役
割
を
果
た
す
重
要
な
女
神
だ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
伝
統
的
に
批
判
的
に
認
識
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ダ
ン
テ

（D
ante A

lighieri, c. 1296-1321

）
は
『
神
曲La divina com

m
edia

』（1321

）
の
な
か
で
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
星
で
あ
る
金
星

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
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世
界
の
人
々
は
、
危
険
な
こ
と
に
、
昔
は
、
キ
プ
ロ
ス
生
ま
れ
の
美
し
い
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
天
の
第
三
周
転
円
を
回
転
す
る

と
、
愚
か
な
愛
の
光
を
発
す
る
と
信
じ
、
古
代
の
過
誤
の
な
か
に
い
た
人
々
は
敬
し
て
犠
牲
を
捧
げ
、
奉
献
の
叫
び
を
あ
げ
た

ば
か
り
か
、
デ
ィ
オ
ー
ネ
に
は
女
神
の
母
と
し
て
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
に
は
女
神
の
息
子
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
（Paradiso, 

V
III, ll.1-8

）

こ
こ
で
は
、
ダ
ン
テ
が
古
代
の
多
神
教
時
代
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
崇
拝
を
「
過
誤
」
と
捉
え
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
由
来
す
る
愛
を
、
キ
リ
ス

ト
教
的
で
な
い
「
愚
か
な
愛
」
と
評
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
（
鳥
越
、
二
〇
一
七
、4‌2

）。

 

中
世
学
者
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
な
か
で
の
悪
魔
概
念
の
展
開
を
入
念
に

辿
っ
た
連
作
が
あ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
、
そ
の
な
か
の
一
書
で
、
中
世
の
ひ
と
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
異
教
の
神
々
を
悪
魔
と
見

な
し
た
こ
と
（Russell: 

1984, 
67‌

）、
異
教
の
神
殿
を
悪
魔
の
住
む
場
所
と
見
な
し
て
破
壊
す
る
か
、
キ
リ
ス
ト
教
会
に
転
用
し

て
聖
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（Ibid., 

71‌
）。
ま
た
別
の
著
書
で
は
、
牧
神
パ
ン
の
毛
深
い
山
羊
的
な
姿
や
、
そ
の
角
や
割

れ
た
蹄
が
悪
魔
の
形
態
の
形
成
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ
、
禁
欲
を
信
条
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
性
欲

の
神
は
悪
の
原
理
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（Russell: 1977, 126‌

）。
こ
の
よ
う
な
全
体
的
状
況
の
な
か
に
置
い
て

み
れ
ば
、
右
で
見
た
ダ
ン
テ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
認
識
が
良
く
理
解
で
き
る
。

　

一
九
世
紀
後
期
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
作
家
マ
ゾ
ッ
ホ
（Leopold von Sacher-M

asoch, 1836-1895

）
は
、
小
説
『
毛
皮
を
着
た

ヴ
ィ
ー
ナ
スV

enus im
 Pelz

』（1870

）
の
な
か
で
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
、「
あ
な
た
た
ち
〔
ア
ル
プ
ス
北
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近

代
人
〕
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
わ
た
し
た
ち
笑
い
暮
ら
す
神
々
を
悪
魔
と
見
な
し
、
わ
た
し
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
魔
女
と
見
な
し
て
き
た
」
と
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言
わ
せ
て
い
る
（Sacher-M

asoch, 
2‌

）。
け
れ
ど
も
、
そ
の
発
言
は
、
近
代
で
は
な
く
む
し
ろ
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
り
良
く

当
て
は
ま
る
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
近
世
イ
タ
リ
ア
の
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
に
は
中
世
の
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
観
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
観
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
マ
リ
ー
ノ
は
異
教
の
作
家
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
原

作
の
な
か
の
ア
ド
ニ
ス
の
あ
り
方
を
尊
重
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
も
、
伝
統
的
な
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
＝
魔
女
観
と

は
異
な
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
を
描
き
出
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』

　

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
物
語
詩
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
は
、
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
と
同
様
に
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

『
変
身
物
語
』
の
な
か
の
物
語
を
中
核
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
に
は
、

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
作
品
と
も
マ
リ
ー
ノ
の
作
品
と
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
作
と
異
な
り
、
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
ア
ド
ニ
ス
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
あ
る
い
は
誘
惑
を
断
固
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
作
中
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
行
動
と
言
葉
の
両
面
か
ら
ア
ド
ニ
ス
に
積
極
的
に
求
愛
す
る
。
ま
ず
行
動
。
ア
ド
ニ
ス
が
翌
日
は

猪
狩
り
に
出
か
け
る
と
言
う
の
を
聞
い
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
ア
ド
ニ
ス
の
首
に
両
腕
を
ま
き
付
け
て
仰
向
け
に
倒
れ
、
ア
ド
ニ
ス
が

そ
の
腹
上
に
の
し
か
か
る
体
勢
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
期
待
に
反
し
て
、
ア
ド
ニ
ス
は
性
行
為
に
及
ば
な
い

（Shakespeare, ll. 589-598

）。
ど
れ
ほ
ど
口
づ
け
を
続
け
て
も
、
ア
ド
ニ
ス
の
情
欲
を
か
き
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
（Ibid., ll. 

605-607

）。
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ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
言
葉
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
得
を
試
み
る
。

実
り
な
い
貞
潔
を
尊
重
し
て
愛
に
欠
け
る
巫
女
や
自
分
だ
け
を
愛
す
る
修
道
女
、
地
上
に
欠
乏
を
産
み
出
し
娘
や
息
子
を
不
毛

に
す
る
者
た
ち
よ
、
愛
に
は
気
前
よ
く
振
る
舞
え
、
…
〈
中
略
〉
…
ア
ド
ニ
ス
よ
、
お
前
の
身
体
は
子
孫
を
飲
み
込
み
葬
る
墓

の
よ
う
な
も
の
、
お
前
が
壊
し
て
暗
黒
の
な
か
に
落
と
し
入
れ
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
時
の
進
行
ど
お
り
に
生
ま
れ
た
は
ず
の
子

孫
た
ち
を
葬
っ
て
し
ま
う
（lbid., ll. 751-760

）。

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
ア
ド
ニ
ス
に
愛
の
行
為
を
お
こ
な
っ
て
子
孫
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
ド
ニ
ス

は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
反
論
を
す
る
。

ぼ
く
は
愛
を
嫌
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
ず
知
ら
ず
の
誰
で
も
抱
か
せ
よ
う
と
す
る
、
愛
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
手

管
を
嫌
っ
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
そ
れ
を
子
孫
繁
栄
の
た
め
に
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
…
〈
中
略
〉
…
そ
れ
を
「
愛

Love

」
と
呼
ば
な
い
で
ほ
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
地
上
で
汗
を
流
す
「
情
欲Lust

」
に
名
を
騙
り
取
ら
れ
た
た
め
、「
愛
」
は
天

へ
逃
げ
去
っ
た
か
ら
で
す
。
…
〈
中
略
〉
…
「
愛
」
は
飽
き
る
こ
と
が
な
い
け
れ
ど
、「
情
欲
」
は
大
食
漢
と
同
じ
く
死
ぬ
。

「
愛
」
は
全
体
が
真
実
だ
け
れ
ど
、「
情
欲
」
は
、
ね
つ
造
し
た
噓
だ
ら
け
だ
（Ibid., ll. 789-804

）。

こ
こ
で
は
、「
愛
」
を
司
る
と
さ
れ
て
い
る
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
、「
情
欲
」
を
司
る
女
神
だ
と
捉
え
直
す
認
識
の
根
本
的
な
転
換
が
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な
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
ふ
れ
た
事
柄
と
の
関
連
で
言
う
な
ら
、
こ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
観
は
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
の
認
識
に
近

い
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
に
は
、
性
欲
の
牧
神
パ
ン
を
悪
魔
と
見
な
し
た
の
と
類
似
す
る
精
神
が
働

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
を
先
行
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ア
ド
ニ
ス
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
に
応

え
な
い
点
で
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
さ
ら
に
ふ
た
つ
興
味
深
い
特
徴
が
見
つ
か
る
。
そ
の

ひ
と
つ
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
こ
の
作
品
は
、
主
人
公
の
青
年
が
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（

≒

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
に
軽
蔑
的
に
対
応
す

る
点
で
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
に
似
た
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
繰
り
返
す
な
ら
、
エ
ウ
リ
ピ
デ

ス
の
描
き
出
し
た
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
「
神
々
の
な
か
の
最
低
の
神
」
だ
と
公
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
愛
」
と
「
情
欲
」
と
は
別
物
だ
と
の
認
識
を
示
す
点
が
、
セ
ネ
カ
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
セ
ネ
カ
の
こ
の
戯
曲
の
な
か
で
は
、
フ
ァ
エ
ド
ラ
の
乳
母
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

下
劣
な
悪
し
き
狂
気
で
あ
る
「
情
欲libido

」
が
、「
愛am

or

」
を
神
に
祭
り
上
げ
た
の
で
す
よ
。
も
っ
と
放
埒
に
振
る
舞
え

る
よ
う
に
情
熱
に
、
在
り
も
し
な
い
神
性
を
与
え
た
の
で
す
。
エ
リ
ク
ス
の
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
息
子
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
至
る

所
に
さ
ま
よ
わ
せ
て
い
る
。
息
子
は
天
空
を
飛
ん
で
手
に
持
つ
好
色
な
武
器
を
使
う
。
こ
の
子
は
、
地
位
は
最
低
な
が
ら
、
強

大
な
支
配
地
域
を
手
に
し
て
い
る
神
だ
、
な
ど
と
ね
。
恋
に
狂
っ
た
者
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
空
し
い
考
え
を
抱
き
、
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
が
女
神
だ
と
か
神
の
弓
矢
が
存
在
す
る
と
か
言
う
の
で
す
（Seneca, ll. 195-203

）。
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乳
母
の
こ
の
考
え
方
は
、
驚
く
ほ
ど
近
代
の
一
般
的
な
も
の
の
考
え
方
に
近
い
。
ち
な
み
に
、「
情
欲
」
を
「
愛
」
と
区
別
し
て

「
情
欲
」
を
批
判
す
る
こ
の
考
え
方
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ア
派
の
考
え
方
だ
ろ
う
が
、
ス
ト
ア
派
と
キ
リ
ス
ト
教
の
も
の
の
考
え
方

が
こ
の
点
で
近
似
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
は
、
ア
ド
ニ
ス
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
を
受
け
入
れ
る

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
物
語
と
も
異
質
の
作
品
で
あ
る
し
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
求
愛
を
積
極
的
か
つ
肯
定
的
に
受
け
入
れ
る
マ
リ
ー
ノ
の

作
品
と
も
異
質
の
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
異
質
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
や
ス
ト
ア
派
の
伝
統
的

な
姿
勢
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』

　
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ーT

annhäuser

』
は
ワ
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
有
名
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
あ
ら
す

じ
を
述
べ
る
必
要
も
な
い
の
だ
が
、
略
述
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
吟
遊
詩
人
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
愛

さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
住
処
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
が
、
自
由
を
求
め
て
去
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
旧
知
の
方
伯
の
館
で
開
催
さ

れ
る
歌
合
戦
に
参
加
す
る
が
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
称
え
る
歌
を
歌
っ
て
顰
蹙
を
買
う
。
し
か
し
、
方
伯
の
娘
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
よ
る
擁

護
に
感
動
し
、
回
心
し
て
ロ
ー
マ
巡
礼
に
加
わ
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
か
ら
赦
罪
を
得
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
教
皇
は
赦
罪
を
認
め
な
い
。

絶
望
し
た
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
ふ
た
た
び
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
も
と
へ
戻
ろ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
死
に
瀕
し
た
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
に
よ
る
聖

母
マ
リ
ア
へ
の
祈
り
に
よ
り
、
罪
の
許
し
を
得
て
天
国
へ
上
る
。
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舞
台
で
上
演
さ
れ
る
場
合
、
主
役
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
歌
手
が
演
じ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
熟
年
の
人
物
だ

と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
女
主
人
公
の
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
は
若
い
未
婚
の
娘
で
あ
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
そ
の
娘
と
恋
愛
関

係
に
な
る
の
だ
か
ら
、
青
年
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
青
年
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
の
拙
文
の
対
象

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

ワ
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
は
、
一
九
世
紀
半
ば
の
一
八
四
五
年
に
初
演
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
原
話
の
バ
ラ
ッ
ド
を

記
し
た
最
古
の
写
本
は
一
四
〇
〇
年
代
半
ば
の
も
の
で
、
そ
の
後
、
一
六
世
紀
初
頭
の
一
五
一
五
年
頃
か
ら
多
数
の
印
刷
版
が
ド
イ

ツ
で
出
版
さ
れ
た
と
い
う
（Clifton-Everest, 

v

）。
多
数
の
バ
ラ
ッ
ド
が
出
版
さ
れ
た
時
期
を
見
る
な
ら
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の

『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』（1593
）
や
マ
リ
ー
ノ
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』（1623

）
の
出
版
時
期
と
多
か
れ
少
な
か
れ

重
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

バ
ラ
ッ
ド
に
つ
い
て
も
ワ
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
注
目
し
な
が
ら
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
物
語
を
検
討
し
て
み

る
と
、
興
味
深
い
特
徴
が
い
く
つ
か
見
つ
か
る
。
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
住
ん
で
い
る
場
所
で
あ
る
。
そ
の
場
所
は
バ

ラ
ッ
ド
で
は
、
簡
単
に
「
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
クV

enusberg
」、
す
な
わ
ち
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
ワ

グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
の
ト
書
き
で
は
、
山
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
山
の
な
か
に
あ
る
洞
窟
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
昼
で
も
入
口
か
ら
薄
明
か

り
が
差
し
込
ん
で
く
る
だ
け
の
暗
い
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
重
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
台
詞
を
見
る
と
、
こ
の
洞

窟
に
は
「
地
中
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、「
わ
た
し
た
ち
喜
び
の
神
々
は
、
人
間
た
ち
の
愚
か
で
重
苦
し
い
妄
想

を
避
け
て
、
地
中
深
く
（tief in der Erde

）
の
温
か
な
子
宮
の
な
か
へ
と
逃
れ
た
の
で
す
」、
と
い
う
の
で
あ
る
（V

oss, 65‌

）。

　

ラ
ッ
セ
ル
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
に
は
、
悪
魔
は
一
般
に
「
地
中
」
に
住
む
と
考
え
ら
れ
、
地
獄
は
大
地
の
中
心
に
置
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か
れ
る
の
が
普
通
だ
っ
た
（Russell: 1984, 71-72

）。
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
で
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
地
獄
は
「
地
中
」
に
あ
っ

て
、
そ
こ
で
は
悪
魔
た
ち
が
活
動
し
、
最
深
部
の
中
心
に
は
魔
王
サ
タ
ン
が
い
た
。
ワ
グ
ナ
ー
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
な
か
の
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
な
ど
の
「
喜
び
の
神
々
」
も
、
の
ち
に
見
る
と
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
悪
魔
と
見
な
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

　
「
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
」
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
で
は
、
ド
イ
ツ
の
中
央
あ
た
り
の
都
市
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
（
方
伯
の
城
が
あ
る
都
市
）

の
近
く
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
そ
こ
か
ら
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
方
の
、
の
ち
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
市
が
建
設

さ
れ
た
場
所
に
、
古
代
に
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
神
殿
を
奉
献
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（O

zm
ent, 193‌

）。

し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
、
伝
統
的
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

≒

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
住
居
は
、
ギ
リ
シ
ア
で
も
っ
と
も
高
い
オ
リ
ュ
ン
ポ

ス
山
、
も
し
く
は
地
中
海
の
キ
プ
ロ
ス
島
西
部
の
港
町
パ
フ
ォ
ス
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
居
住
地
は
ド
イ
ツ
の
な
か
で
も
な
か
っ

た
し
、「
地
中
」
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
物
語
で
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
居
住
地
に
根
本
的
な
変
更

が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

重
要
な
の
は
、
居
住
地
の
変
更
が
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
位
置
付
け
の
変
更
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』

の
世
界
観
の
主
流
を
な
す
公
爵
た
ち
の
認
識
で
は
、「
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
」
と
は
地
獄
の
別
名
だ
っ
た
。
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
を
称
え

る
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
公
爵
た
ち
は
、「
あ
の
者
は
、
地
獄
の
快
楽
（der H

ölle Lust

）
に
与
っ
た
の
だ
。
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク

に
留
ま
っ
た
の
だ
。
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
、
忌
む
べ
き
こ
と
、
呪
う
べ
き
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
断
罪
す
る
（W

agner, 
80‌

）。
悔
い
改
め

た
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
が
罪
の
許
し
を
得
よ
う
と
し
た
ロ
ー
マ
教
皇
も
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
同
様
の
見
方
を
し
て
い
る
。
教
皇

は
、「
あ
な
た
は
悪
し
き
快
楽
に
与
っ
た
、
地
獄
の
熱
（H

ölle Glut

）
に
身
を
焦
が
し
た
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
に
滞
在
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
神
か
ら
永
遠
の
断
罪
を
受
け
た
の
だ
」、
と
い
う
の
で
あ
る
（Ibid., 90‌
）。
主
人
公
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
自
身
も
、
ヴ
ェ
ヌ
ス
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ベ
ル
ク
で
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
愛
欲
の
生
活
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
罪
」
を
犯
し
た
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、

「
ぼ
く
は
ど
う
す
れ
ば
神
の
恩
寵
を
得
ら
れ
る
の
か
。
ぼ
く
の
罪
を
ど
う
す
れ
ば
償
え
る
の
か
」
と
い
う
（Ibid., 83‌

）。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
オ
ペ
ラ
は
、「
ヴ
ェ
ヌ
ス
ベ
ル
ク
」
＝
地
獄
、
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
見
方
に
し
た
が
え
ば
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
地
獄
の
住
人
な
の
だ
か
ら
、
当
然
魔
女
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
興
味

深
い
こ
と
に
、
先
に
ふ
れ
た
マ
ゾ
ッ
ホ
『
毛
皮
を
着
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
の
な
か
の
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
発
言
―
「
あ
な
た
た
ち
〔
ア

ル
プ
ス
北
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
人
〕
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
わ
た
し
た
ち
笑
い
暮
ら
す
神
々
を
悪
魔
と
見
な
し
、
わ
た
し
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

を
魔
女
と
見
な
し
て
き
た
」
―
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
こ
の
オ
ペ
ラ
に
は
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
。
マ
ゾ
ッ
ホ
の
文
章
は
、
こ
の
作
品
を

意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

と
も
か
く
も
、
こ
の
オ
ペ
ラ
の
な
か
で
は
、
魔
女
と
見
な
さ
れ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
、
聖
な
る
存
在
で
あ
る
聖
母
マ
リ
ア
と
対
置
さ

れ
て
ゆ
く
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
自
分
を
愛
し
て
く
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
対
し
て
、「
喜
び
と
快
楽
の
女
神
よ
。
だ
め
だ
、
だ
め

だ
。
あ
な
た
の
も
と
で
は
自
由
と
平
安
が
見
つ
か
ら
な
い
。
ぼ
く
の
救
い
は
マ
リ
ア
に
あ
る
」
と
い
う
（Ibid. 67‌

）。

　

タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
マ
リ
ー
ノ
の
作
品
の
な
か
の
ア
ド
ニ
ス
と
は
異
な
り
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
愛
さ
れ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
な
い
。
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
の
心
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
の
関
係
に
罪
を
捉
え
、
屈
折
す
る
の
で
あ
る
。

五
　
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
と
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画

　

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の
物
語
を
主
題
に
し
た
絵
画
と
し
て
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、
イ
タ
リ
ア
の
画
家
テ
ィ
ツ
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ィ
ア
ー
ノ
（T

iziano V
ecellio, 1488/1490-1576

）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
スV

enere e 

A
done

』（1553

、
図
版
1
）。
一
説
に
、
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
に
、
英
国
の
メ
ア
リ
ー
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
と
の
結
婚
を
祝
賀
す

る
作
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
（K

ennedy, 
73‌

）。
画
中
で
は
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
、
狩
り
に
出
か
け
よ
う
と
す
る

ア
ド
ニ
ス
に
し
が
み
つ
き
、
必
死
の
形
相
で
出
発
を
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ア
ド
ニ
ス
は
、
し
が
み
つ
く
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
を
振
り
切
っ
て
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
ド
ニ
ス
の
表
情
は
優
し
い
け
れ
ど
も
自
信
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
女
神
を
す
で

に
自
分
の
愛
人
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
る
自
信
だ
ろ
う
。
大
好
き
な
狩
り
に
出
か
け
る
の
を
留
め
ら
れ
少
し
迷
惑
そ
う
だ
が
、
ア

ド
ニ
ス
に
は
軽
蔑
も
罪
の
意
識
も
屈
折
感
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
が
語
っ
た
ア
ド
ニ
ス
、
そ
し
て
の

ち
に
マ
リ
ー
ノ
の
語
る
ア
ド
ニ
ス
と
同
様
の
ア
ド
ニ
ス
で
あ
る
。

　

美
術
史
家
デ
ビ
ッ
ド
・
ロ
ー
ザ
ン
ド
は
、
こ
の
画
の
場
面
に
つ
い
て
、
前
夜
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
は
愛
を
交
わ
し
た
の
だ
、

そ
れ
ゆ
え
ク
ピ
ド
は
気
を
許
し
て
居
眠
り
を
し
て
い
る
の
だ
、
と
指
摘
し
て
い
る
（M

eilm
an, 

50‌

）。
お
そ
ら
く
的
確
な
指
摘
だ

ろ
う
。
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
記
述
は
あ
ま
り
に
簡
潔
で
あ
り
、
直
接
に
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
記
し
て
は
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
マ
リ

ー
ノ
は
、
ア
ド
ニ
ス
が
狩
り
に
出
か
け
る
早
朝
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

互
い
に
忠
実
な
こ
の
恋
人
た
ち
は
、
白
い
シ
ー
ツ
の
な
か
で
紫
色
の
あ
け
ぼ
の
の
光
に
戸
惑
っ
て
い
る
。
ふ
た
り
は
、
つ
い
先

ほ
ど
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
を
、
愛
撫
と
愛
の
言
葉
の
や
り
取
り
で
過
ご
し
た
の
だ
（X

V
II: stanza 9‌

）。

こ
の
ア
ド
ニ
ス
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
述
べ
る
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
軽
蔑
す
る
ア
ド
ニ
ス
で
は
な
い
し
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
の
愛
欲
生
活
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を
罪
だ
と
考
え
る
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
と
は
対
極
に
あ
る
。

　

テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
こ
の
画
と
同
様
の
こ
と
は
、
同
じ
場
面
を
描
い
た
、
少
し
後
の
イ
タ
リ
ア
人
画
家
ア
ン
ニ
バ
ー
レ
・
カ
ラ
ッ

チ
（A

nnibale Carracci, 1560-1609

）
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
、
ア
ド
ニ
ス
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ドV

enere, A
done e Cupido

』（c. 

1595

、
図
版
2
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
し
、
さ
ら
に
や
や
後
の
ベ
ル
ギ
ー
人
画
家
ル
ー
ベ
ン
ス
（Peter 

Paul 
Rubens, 

1577-

1640

）
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
スV

enus and A
donis

』（1635

、
図
版
3
）
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
カ
ラ
ッ
チ
の
画
で
は
、

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
画
と
は
逆
に
正
面
か
ら
描
か
れ
、
ア
ド
ニ
ス
と
と
も
に
身
体
が
正
面
を
向
く
か
た
ち
に
描
か
れ

て
い
る
。
左
手
に
握
る
弓
と
、
二
匹
の
犬
た
ち
の
意
気
込
み
か
ら
、
ア
ド
ニ
ス
は
す
ぐ
に
も
狩
り
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
身
体
を
使
っ
て
ア
ド
ニ
ス
を
留
め
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の

表
情
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
身
体
の
様
子
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
抱
く
様
子
か
ら
は
、
ふ
た
り
が
愛
の
一
夜
を
過
ご
し
た
こ

と
が
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
。
ル
ー
ベ
ン
ス
の
画
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
画
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の
姿
勢
を
反
転
さ
せ
、
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
を
正
面
か
ら
描
き
、
ア
ド
ニ
ス
を
背
後
か
ら
描
き
出
し
て
い
る
。
ア
ド
ニ
ス
に
し
が
み
つ
く
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
、
ア
ド
ニ
ス

を
深
く
愛
し
む
表
情
と
、
狩
り
に
出
か
け
た
い
気
持
ち
に
逸
り
な
が
ら
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
愛
情
を
返
す
ア
ド
ニ
ス
の
表
情
と
右
手

の
か
た
ち
か
ら
、
や
は
り
ふ
た
り
が
歓
び
に
満
ち
た
愛
の
一
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
カ
ラ
ッ
チ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
は
、
三
者
三
様
な
が
ら
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
マ
リ
ー
ノ
と
同
様

に
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
人
間
の
青
年
と
の
あ
い
だ
に
恋
愛
関
係
が
成
立
し
た
も
の
と
し
て
作
画
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
三
人
の
画
家
た
ち
と
は
異
質
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
描
い
た
画
家
が
い
る
。
ド
イ
ツ
人
画
家
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ

（
父
）（Lucas Cranach der Ä

ltere, 1472-1553

）
で
あ
る
。
一
五
〇
九
年
に
描
か
れ
た
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
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ュ
ー
ピ
ッ
ドV

enus and Cupid

』（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
蔵
）
は
、
ア
ル
プ
ス
の
北
方
で
は
初
め
て
ヌ
ー
ド
で
描
か
れ
た
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
だ
と
さ
れ
る
（M

essling, 
14-15

）。
そ
の
点
だ
け
に
注
目
す
る
な
ら
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
な
ど
の

三
画
家
に
一
見
近
似
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
に
は
、
こ
れ
ら
の
三
画
家
と
は
本
質

的
な
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
を
始
動
し
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

（M
artin Luther, 1483-1546

）
と
親
交
が
あ
っ
た
人
物
で
も
あ
り
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
の
描
い
た
ル
タ
ー
の
肖
像
画
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
は
ま
た
、
自
分
の
経
営
す
る
出
版
社
か
ら
、
ル
タ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
聖
書
や
多
数
の
著
作
物
を
出
版

し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
の
基
盤
を
据
え
た
人
物
で
も
あ
っ
た
（O

zm
ent, 

107‌

）。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ク
ラ
ー
ナ

ッ
ハ
（
父
）
と
そ
の
工
房
は
、『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
蜜
蜂
泥
棒
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ドV

enus and Cupid the H
oney T

hief

』（1530

図
版

4
）
の
よ
う
な
傑
作
も
含
め
て
、
合
計
す
る
と
お
よ
そ
四
〇
点
も
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
を
描
い
た
。
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
の
場
合
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
異
教
的
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
画
家
に
は
、
一
般
的
に
は
ア
ル
プ
ス
の
北

方
で
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
め
ぐ
る
表
象
史
の
観
点
か
ら
、
直
接
的
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
マ
リ
ー
ノ
に
よ
る
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の
物
語
、
お
よ
び
バ
ラ
ッ
ド
か
ら
ワ
グ
ナ
ー
に
至
る
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
物
語
と
の
関
連
か
ら
、
大
い
に
興
味
を

ひ
か
れ
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
（
父
）、
も
し
く
は
そ
の
工
房
の
製
作
し
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
は
、
主
題
の
点
で
、
テ
ィ
ツ
ィ

ア
ー
ノ
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
画
家
や
、
彼
ら
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
ル
ー
ベ
ン
ス
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

具
体
的
に
言
う
な
ら
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
と
そ
の
工
房
が
描
い
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
は
、
子
供
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
伴
っ
て
い
る
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
か
、
ま
た
は
パ
リ
ス
の
審
判
を
描
き
出
し
た
も
の
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
パ
リ
ス
の
審
判
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ヘ
ラ
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（
ユ
ー
ノ
）、
ア
テ
ナ
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
）、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
と
い
う
三
人
の
女
神
た
ち
が
誰
が
い
ち
ば
ん
美
し
い
か

を
競
い
、
審
判
役
の
ト
ロ
イ
ア
人
パ
リ
ス
が
、
世
界
一
の
美
女
を
与
え
る
約
束
を
し
た
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
を
選
び
、
褒
美
の
ス
パ
ル
タ

王
妃
ヘ
レ
ナ
を
拉
致
し
て
、
ト
ロ
イ
ア
戦
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。

　

言
い
換
え
る
な
ら
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
（
父
）
と
そ
の
工
房
は
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
な
ど
の
描
い
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
の
主

題
も
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
軍
神
マ
ル
ス
の
主
題
も
描
い
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
直
接
的
に
男
女
の
性
愛
を
描
く
主
題
は
取
り
上
げ
ず
、

お
そ
ら
く
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
と
そ
の
工
房
の
制
作
し
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
主
題
は
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
美
し
い
母
子
像
と
見
え
な
く
も
な
い
し
、
パ
リ
ス
の
審
判
の
主
題
は
、
女
性
の
虚
栄
心
や
男
性
の
好

色
を
戒
め
る
道
徳
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
美
し
く
魅
力
的
な
ヌ
ー
ド
画
を
描
き
な
が
ら
、
同
時
に
そ
こ
に
安
全
さ
や

道
徳
性
を
含
め
る
点
で
、
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
（
父
）
と
そ
の
工
房
は
、
性
愛
の
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
も
っ
と
も
本
質
的
な
特
徴
を
上
手

に
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
女
神
の
性
愛
性
を
批
判
し
た
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
一
連
の
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
物
語
と
の

共
通
性
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
の
拙
文
で
は
、
女
神
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（

≒

ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
）
を
め
ぐ
る
表
象
史
の
観
点
か
ら
、
つ
ぎ
の
諸
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。

（
一
）
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
を
始
原
と
す
る
作
品
の
展
開
と
し
て
、
従
来
は
、
セ
ネ
カ
の
『
フ
ァ
エ
ド
ラ
』、
ラ

シ
ー
ヌ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ル
』、
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
の
『
フ
ェ
ー
ド
ラ
』、
と
い
う
よ
う
な
系
譜
が
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
セ
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ネ
カ
の
作
品
以
後
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
存
在
が
希
薄
に
な
っ
た
り
、
存
在
が
消
滅
し
た
り
し
て
し
ま
う
た
め
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ

（

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
を
め
ぐ
る
表
象
史
の
観
点
か
ら
は
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
作
品
と
の
あ
い
だ
に
大
き
な
断
絶
が
あ
る
こ
と
。

（
二
）
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』
の
物
語
が
女
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（

≒

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
と
人
間
の
青
年
と
の
関
係
を
軸

と
し
て
展
開
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
な
ら
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
の
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
』、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
と
ア
ド
ニ
ス
』、
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』、
ワ
グ
ナ
ー
の
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
で
頂
点
に
達
す
る
一
連
の
タ
ン
ホ
イ
ザ

ー
物
語
、
と
い
う
系
譜
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

（
三
）
マ
リ
ー
ノ
の
『
ア
ド
ー
ネ
』
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
環
境
で
書
か
れ
た
作
品
な
が
ら
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
相
思
相
愛
の
状
態
と
し
て
叙
述
し
た
多
神
教
時
代
の
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
に
従
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
ヴ

ィ
ー
ナ
ス
を
魔
女
視
し
た
中
世
と
は
異
な
る
見
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

（
四
）
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス
』
は
、
ア
ド
ニ
ス
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
よ
る
恋
情
に
応
じ
さ
せ
な
い
点
が
オ

ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
マ
リ
ー
ノ
と
対
照
的
で
中
世
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
ド
ニ
ス
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
軽
蔑
さ
せ
て
い
る
点

が
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
や
セ
ネ
カ
に
似
て
い
る
こ
と
。

（
五
）
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
物
語
、
と
り
わ
け
ワ
グ
ナ
ー
の
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
に
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
の
愛
欲
関
係
を
罪
と
見
な
し
、

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
魔
女
と
見
な
す
点
で
、
中
世
的
色
彩
が
濃
い
こ
と
。

（
六
）
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
カ
ラ
ッ
チ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
は
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
や
マ
リ
ー
ノ
と
同
様
に
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
ド
ニ
ス

を
相
思
相
愛
の
関
係
と
し
て
描
き
、
し
か
も
そ
こ
に
罪
の
意
識
や
心
情
の
屈
折
を
見
せ
て
い
な
い
こ
と
。

（
七
）
ク
ラ
ー
ナ
ッ
ハ
（
父
）
は
裸
体
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
画
を
多
数
描
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
男
性
や
男
神
と
の
あ
い
だ
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の
性
的
関
係
を
明
示
や
暗
示
す
る
画
題
を
避
け
、
子
供
で
あ
る
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
と
の
母
子
関
係
や
、
道
徳
的
解
釈
も
可
能
な

パ
リ
ス
の
審
判
を
画
題
と
し
た
こ
と
。
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